
 

 
 

                               校長  杉浦 伸一 

本年度を占う５・６月 

紫陽花の花が色づき始め、梅雨の気配を感じる季節となりました。例年この時期は様々な行

事が行われ、生徒は慌ただしくも大きな成長を遂げる時期でもあります。宿舎から眺める富士山 

５月には、１年生は野外体験教室に取り組みました。両中に入学

して１か月半、やっと学校生活には慣れた頃の寝食を共にする取り

組みでしたが、自然豊かな富士山ふもとで、産地の新鮮な野菜や果

物、お米を食べて様々な体験活動を行いました。普段あまり話す機

会がなかった人とも積極的に関わり、学年や学級の団結がさらに深

まりました。                          【１年野外体験教室】 

３年生は、３ヶ月前の雪国体験（スキー）教室に引き続き、宿泊を伴う  奈良公園の鹿 

中学三年間の集大成である修学旅行を楽しみました。京都・奈良の多くの

文化遺産（寺社仏閣）に直接触れ、京都市内班行動では、悪天候や予想を

超える混雑の中で、各班で知恵を出し合い調整をする姿に、日頃の学習や

学校生活での学びがしっかり校外活動でも生かされていると感じました。 

どちらの学年も全員が無事健康に過ごし、家族に楽しい思い出をいっぱ

いお土産として持ち帰ることのできた実り多き校外学習でした。     【3年修学旅行】 

振り返ってみると、昨年度も年度初めのこの時期に行う学年や学校全体の行事で良い成果が

出れば、その後の勢いが増し、その年の両国中学校のよい評価につながりました。本年度も良

いスタートが切れている勢いを、今週の運動会で発揮し加速させてほしいと思います。間近に

迫った運動会に向けて、日々練習に励んでいると思いますが、天候の変化が激しく、暑さも増

しています。体調管理に十分配慮しながら、安全に取り組んで欲しいと思います。特に３年生

は、最後の運動会、リーダーシップと主体的な行動力で下級生を引っ張って大成功に導いて欲

しいと思います。また、運動部活動も総体が控えています。運動会で頑張り過ぎて怪我をしな

いよう注意してください。運動会の成功が、日々の学校生活はもとより部活動総体や合唱コン

クール、両中祭などの様々な行事、そして、３年生は来年の進路決定に向けた自信とエネルギ

ーとなることを期待しています。 

運動会への協力とお願い 

昨年度は、御来賓を含めて延べ 1900名以上の参観がありました。観覧スペースが少なく毎

年御不便をおかけしておりますが、学年種目ごとの入れ替え参観にご協力をお願いします。ま

た、サポートの会から保護者の皆さんに、受付等の会場運営サポートをお願いしておりますが

必要数集まっていないとのことです。お子さんの種目以外の時間に 1時間単位でお願いしてお

りますので、今からでも、ご協力をお願いします。雨天延期の場合は、当日 7：15までに本

校ホームページでお知らせします。生徒同様、保護者・御来賓の皆様も各自熱中症対策にご留

意ください。その他、詳細はプログラムの「お願い」を御確認ください。 
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●●● １年野外体験教室 ●●● 
１年生は５月１２日（月）から１泊２日で、野外体験教室を行いました。１日目の

朝は天候がすっきりせず心配しましたが、大池公園に到着し昼食を食べる頃には晴れ

間が出てきました。１日目は河口湖周辺で班ごとにアドベンチャーラリーを行い、仲

間と協力してチェックポイントを回りました。夜には宿舎でキャンプファイヤーを行

い、学年・クラスの親睦を深めることができました。２日目は午前中に忍野八海を見

学し、昼食は班ごとにほうとう作りに挑戦しました。自分たちで苦労して作ったほう

とうの味は、とても思い出に残る味になったはずです。楽しかっただけで終わらせる

のではなく、野外体験教室で学んだことを今後の学校生活に積極的に生かしていって

ほしいと思います。（文責：嶋村） 

 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
●●● ３年修学旅行 ●●● 

５月２３日（金）から２泊３日で奈良・京都への修学旅行に行ってきました。新緑

の季節を迎えた週末の奈良・京都は観光客でごった返しており、特に２日目の班行動

は途中から雨模様となり、なかなか予定通りにいかない面もありました。そんな中で

も、班のメンバーで協力して見学地を回っている姿に、中学３年生らしい頼もしさを

感じました。子供たちからは「もう少し見たかった」「また京都に来たい」など、名

残惜しさが感じられる感想が聞こえてきました。またいつか、友達や家族と古都を訪

れる機会があれば、今回の修学旅行を思い出してほしいです。（文責 金丸） 
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